


新たな出発点に

部会創立50年を祝う

　

美
瑛
町
の
農
業
生
産
主
力
品
目
の
一
つ

の
“
と
ま
と
生
産
部
会
”
の
創
立
50
周
年

記
念
式
典
が
１
月
20
日
、
白
金
温
泉
ホ
テ

ル
パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
生
産
者
、
町
、
農
業
機
関
、

市
場
関
係
者
な
ど
で
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
と

ま
と
生
産
部
会
の
中
村
俊
之
部
会
長
が

「
６
名
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
部
会
も
今
や

１
０
６
戸
の
大
所
帯
で
14
億
円
を
超
え
る

取
扱
高
と
な
っ
た
。
町
行
政
に
よ
る
育
苗
・

選
果
施
設
の
生
産
支
援
は
何
事
に
も
代
え

が
た
い
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
無
い
が
、
今
後
と
も

信
頼
性
の
高
い
産
地
を
さ
ら
に
め
ざ
し
た

い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
歴
代
の
部
会
長
、

事
務
局
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
谷
組
合
長
は
「
美
瑛
町
と
ま

と
生
産
の
基
礎
は
下
宇
、
旭
地
区
の
生
産

者
６
戸
で
始
ま
っ
た
。
現
在
で
は
生
産
量

５
千
㌧
を
超
え
、
道
内
で
３
番
の
位
置
を

確
保
し
た
。
美
瑛
産
と
ま
と
の
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
生
産
者
の
研
鑽
を
願

新たな出発点に

部会創立50年を祝う

感
謝
状
／
歴
代
生
産
部
会
長

　

■
本
山　

久
和
（
Ｈ
18
～
19
）

　

■
石
崎　

一
雄
（
Ｈ
20
～
21
）

　

■
藤
岡　
　

敏
（
Ｈ
24
～
25
）

　

■
松
原　

直
巳
（
Ｈ
26
～
27
）

（
敬
称
略
／
Ｈ
18
以
降
）

写真（上）受賞者の歴代
部会長
左から本山氏・石崎氏・
藤岡氏・松原氏（中）同
歴代事務局小崎・山田・
佐々木・横山の各職員（下）
50 周年を記した記念誌

い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浜
田
町
長
は
「
美
瑛
産
と
ま
と

が
施
設
野
菜
の
主
力
品
目
と
し
て
大
き
く

発
展
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。
高
付

加
価
値
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
多
様

化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
農
業
経

営
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
を
最
終
目
標
年
度
と
す
る
農

業
振
興
計
画
で
も
面
積
60
㌶
、
生
産
量
６
，

９
０
０
㌧
、
生
産
額
21
億
39
百
万
余
を
計

画
し
て
お
り
、
主
力
品
目
の
一
つ
と
し
て

の
「
と
ま
と
」
生
産
は
、
農
業
所
得
確
保

の
エ
ー
ス
と
し
て
新
た
な
出
発
点
を
確
認

す
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

とまと生産部会

年度 戸数 面積（a） 生産数量
（kg） 生産金額（円） 平均単価

（円）

平成 19 年 68 2,825 3,259,356 859,260,871 264

平成 20 年 67 2,639 3,172,152 769,247,997 243

平成 21 年 69 2,795 3,020,772 863,917,556 286

平成 22 年 71 2,859 2,987,940 943,619,335 316

平成 23 年 75 2,886 3,359,036 1,146,940,160 341

平成 24 年 75 2,966 3,691,288 1,071,077,690 290

平成 25 年 82 3,089 3,688,664 1,208,939,609 328

平成 26 年 92 3,442 4,243,700 1,240,030,787 292

平成 27 年 99 3,713 4,411,376 1,411,460,822 320

平成 28 年 106 4,447 5,053,348 1,478,146,652 293

過去 10年間における生産実績

戸数・面積・生産数量の推移
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　ＪＡ道中央会は 2016 年版「北海道ＪＡ要覧」
をまとめた。会員ＪＡや連合会からの報告を基
にＪＡの取扱い事業等をまとめたもの。それに
よると正組合員数は前年度比 1.5％減少したもの
の准組合員数は同 1.9％増え、組合員数合計では
同 1.2％増加し、35 万 7,548 人。正組合員戸数
は 4 万 8,574 戸で、5 万戸を切ったＨ 26 年度（4
万 9,791 戸）から 2.4％減少した。調査対象は、
日高管内の 2 ＪＡ（平取町・富川）の合併により、
前年の 109 から 1 減り 108 ＪＡ。組合員の動
向を見ると、正組合員数は 6 万 6,436 人で、前
年比 1.5％（1,039 人）減となった。正組合員戸
数は 4 万 8,574 戸で、前年比 2.4％減少。最も
落ち込みが大きい地区は道南で、同 3.4％（105
戸）減少したほか、空知（同 3.2％減）、後志（同
2.8％減）、上川・十勝が同 2.4％減となるなど 5
地区が道内平均以下となった。1 ＪＡ当たりの事
業状況では、信用事業のうち貯金残高は 303 億
9 千万円で、前年に比べ 3.6％（10 億 430 万円）
増と高い伸びを示した。地区別では根室が前年
比 9.6％増、釧路が同 6.2％増と高い。
　長期共済保有高は 1 ＪＡ当たり同 2.9％（20
億 7 千 9 百万円）減少し、694 億 5 千 870 万円
となった。一方、経済事業のうち販売支払高は 1
ＪＡ当たり同 9.7％（94 億 6 千 7 百万円）の大
幅な増加。道内全体で見ると 5 年連続で前年を
上回り、初の 1 兆円超となった。正組合員 1 戸
当たりでは 2,105 万円で、同 12.4％（233 万円）
増えた。生産資材供給高は、原油価格の低下に
より 1 ＪＡ当たり同 6.3％（2 億 7 千 7 百万円）
減少し、41 億 760 万円。　収支状況は、1 ＪＡ
当たり事業総利益は 11 億 5 千 6 百万円で、同
5.6％（6 千百万円）増、部門別では信用事業（同
1.4％増）と販売事業（同 10.5％増）が前年を上
回ったが、共済と購買の各事業は前年を下回っ
た。
　全道の当期純損益は 179 億 4 千 6 百万円で、
前年度対比 32.7％（46 億円）の増益となり、
過去最高。1 ＪＡ当たり当期剰余金は前年対比
32.7％（3 千 8 百万円）増の 1 億 6 千 6 百万円、
当期損失金を計上したＪＡはない。

道内 JA をひとまとめ

正組員数、連年の減少

　道農協畑作・青果対策本部はＨ 29 年産の畑作物作付け指
標を設定し各地区には配分した。
　今回は台風など自然災害による影響を考慮し 11 月に調査
した「Ｈ 29 年産作付意向面積」を基礎に、作目ごとの需給
情勢や諸制度を踏まえて設定。ただし、てん菜やでん原用馬
鈴しょでは引き続き生産基盤の維持拡大に向け前年産と同様
の指標を維持する。
　小麦の指標面積は 11 万 9,308㌶で、前年の指標面積に比
べると 331㌶増えた。このうち、「ゆめちから」「春よ恋」「は
るきらり」「きたほなみ」の 4 銘柄は、契約目標面積をその
まま指標面積として設定。Ｈ 28 年産は 11 万 8,977㌶の指
標に対し、実測は 2,338㌶増の 12 万 1,315㌶となり、上川
や空知など水田地帯を中心に指標を大きく上回って配分。
　豆類のうち小豆・いんげん類は、安定供給に向けて面積
確保が必要な状況となっており、小豆の指標面積は前年を
1,000㌶上回る 2万㌶（うち大納言 2,500㌶）で設定。大豆
については意向面積の 3 万 5,670㌶を指標面積として設定。
黒大豆は需給実態に即し、意向を 605㌶上回る 3,200㌶と設
定された。

生産者価格を誘導する作付け指標

品　　　目
29　年　産

意向面積 指標面積 指標―意向

麦　
　

類

小　　麦

きたほなみ ― 87,471 ―

ゆめちから ― 11,035 ―

春　よ　恋 ― 12,366 ―

はるきらり ― 990 ―

小　麦　計 119,249 119,308 59

大 　 　 　 麦 1,622 1,622 0

麦　 類　 計 120,871 120,930 59

豆　
　

類

小 豆 17,054 20,000 2,946

菜 豆 7,299 9,100 1,801

え ん ど う 470 450 ▲ 20

大 豆 35,670 35,670 0

黒 大 豆 2,595 3,200 605

豆 類 計 63,088 68,420 5,332

馬
鈴
し
ょ

生 食 14,045 14,904 859

加 工 13,803 14,013 210

で ん 原 15,679 22,200 6,521

種 子 4,857 4,857 0

馬 鈴 し ょ 48,384 55,974 7,590

て ん 菜 59,076 66,000 6,924

合 計 291,419 311,324 19,905

平成 29年産畑作物作付指標面積　　　　　　　（単位：ha）

黒大豆大幅増に設定

※ 1　きたほなみ、ゆめちから、春よ恋、はるきらりの指標面積欄は、28 年 5 月に設
定した北海道契約目標面積値
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Ｊ
Ａ
び
え
い
豆
作
生
産
部
会
の
メ
イ
ン

事
業
の
ひ
と
つ
の
「
冬
期
研
修
会
」
が
１

月
18
日
、
大
町
事
務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

豆作生産部会で冬期研修
美瑛の豆づくり 不動の産地をめざして

　

研
修
会
は
畑
作
生
産
者
や
農
業
関
係
者

ら
で
進
め
ら
れ
、
系
統
連
合
会
か
ら
豆
類

の
消
費
動
向
や
農
薬
の
情
報
提
供
、
普
及

セ
ン
タ
ー
か
ら
豆
類
栽
培
要
領
の
紹
介
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
喜
多
順
一
部
会
長
が
「
豆

類
の
作
付
が
全
道
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
実
需
者
の
要
望
に
沿
っ
た
面
積

確
保
が
必
要
」
と
増
反
を
併
せ
ク
オ
リ
テ

ィ
の
高
い
豆
づ
く
り
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
外
役
員
研
修
報
告
も
行
わ
れ

佐
藤
一
隆
副
部
会
長
が
別
記
の
通
り
報
告

し
ま
し
た
。

長
野
県
／
御
布
施
町

■
㈱
竹
風
堂
（
ち
く
ふ
う
ど
う
）

　

こ
の
会
社
は
創
業
明
治
26
年
の
老
舗
菓

子
店
。
製
造
・
販
売
・
卸
を
自
社
で
行
っ

て
い
ま
す
。
竹
風
堂
の
初
代
竹
村
安
太
郎

氏
が
創
製
し
た
干
菓
子
「
方
寸
」
は
赤
え

ん
豆
、砂
糖
、水
の
み
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

販
売
か
ら
百
年
を
超
え
現
在
も
人
気
の
商

品
で
す
。
美
瑛
産
赤
え
ん
豆
の
評
価
等
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。

■
㈱
御
布
施
道
（
お
ぶ
せ
ど
う
）

　

竹
風
堂
と
同
様
で
こ
の
町
に
本
店
を
構

え
る
老
舗
の
和
菓
子
店
。
栗
を
用
い
た
和

菓
子
で
有
名
で
す
が
、
赤
え
ん
豆
を
用
い

た
“
ら
く
が
ん
”
も
製
造
し
て
い
ま
す
。

赤
え
ん
豆
に
は
栗
と
違
っ
た
独
特
の
風
味

が
あ
り
“
ら
く
が
ん
”
の
製
造
に
は
欠
か

せ
な
い
原
料
等
の
報
告
を
受
け
、
安
定
供

給
が
不
可
欠
だ
と
再
確
認
を
し
ま
し
た
。

　比較的穏やかな幕明けの新年。Ｈ29年の干支「酉」
に由来し、羽ばたきへの願いが込められた新年でもあ
ります。
　ＪＡ事業の仕事始めに気持ちを一新する「新年交礼
会」が1月6日に行われました。この交礼会はＪＡ役
職員や事業に関連のある団体関係者など２１０名が一
堂に介して行われました。年頭挨拶で熊谷組合長は「Ｈ
28年は気象・政治・農協環境など多難な年度となった。
自己改革と併せ組合員所得20％アップを何としても
達成したい。役職員それぞれの役割発揮を」と訴えま
した。今年は飛躍を期待し２樽の「こも樽」が用意さ
れ威勢よく「新年」の幕明けとなりました。

協同事業の飛躍誓う

小
豆
類

　

Ｈ
28
年
産
の
道
産
品
の
生
産
状
況
は
、
面
積

は
１
６
，
２
０
０
㌶
と
、
前
年
の
指
標
（
１
９
，

０
０
０
㌶
）
を
大
き
く
下
回
っ
た
と
と
も
に
、

不
安
定
な
天
候
に
よ
り
反
収
も
３
・
０
５
俵
と
平

年
（
４
・
０
２
俵
）
を
下
回
る
見
込
と
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
Ｈ
29
年
産
は
中
長
期

的
な
安
定
供
給
に
向
け
て
面
積
の
確
保
（
増
反
）

が
必
要
な
状
況
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

金
時
類

　

Ｈ
28
年
産
は
、
面
積
が
６
，
１
０
０
㌶
と
前

年
（
６
，
２
６
０
㌶
）
よ
り
若
干
減
の
ほ
ぼ
指

標
（
６
，
０
０
０
㌶
）
同
様
と
な
っ
た
中
、
生

育
期
間
の
天
候
不
良
や
収
穫
時
期
の
降
雨
の

影
響
を
受
け
、
収
量
は
１
・
９
俵
と
平
年
（
２
・

７
５
俵
）
を
大
き
く
下
回
る
と
と
も
に
、
品
位

も
著
し
く
低
下
し
、
小
袋
・
煮
豆
向
け
の
上
位

規
格
品
の
供
給
量
が
激
減
と
な
り
ま
し
た
。

黒
大
豆

　

Ｈ
28
年
産
は
、
面
積
が
２
，
４
７
３
㌶
と
前

年
（
２
，２
２
５
㌶
）
を
若
干
上
回
っ
た
も
の
の
、

指
標
（
２
，７
０
０
㌶
）
を
大
き
く
下
回
っ
た
中
、

根
雪
の
早
ま
り
に
よ
る
減
収
や
品
質
劣
化
も
発

生
し
ま
し
た
。
一
方
で
近
年
、
煮
豆
な
ど
の
加

工
品
を
中
心
に
年
間
を
通
じ
て
消
費
は
伸
長
・

安
定
し
て
お
り
、
需
給
は
非
常
に
ひ
っ
迫
し
た

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
作
付

面
積
の
多
か
っ
た
十
勝
産
は
皮
切
れ
が
多
い
な

ど
の
品
質
不
良
に
よ
り
実
需
サ
イ
ド
か
ら
の
評

価
が
悪
く
、
面
積
を
大
幅
に
削
減
し
て
き
た
経

過
に
あ
り
ま
す
。

　

安
定
供
給
に
向
け
て
は
増
反
が
急
務
で
は
あ

る
も
の
の
、
栽
培
適
地
で
の
安
定
的
な
品
質
に

よ
る
供
給
数
量
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

上
川
・
道
南
を
中
心
に
そ
の
期
待
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
安
定
的
な
作
付
が
確
保
で
き

て
い
な
い
中
、
安
定
的
な
需
給
体
制
の
構
築
に

向
け
て
は
契
約
栽
培
な
ど
に
よ
る
取
組
が
必
要

な
環
境
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

碗
豆
類

　

需
給
の
安
定
化
に
向
け
、
既
に
契
約
栽
培
の

取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
コ
ン
ビ
二

等
の
大
福
需
要
の
高
ま
り
か
ら
道
産
玉
が
安
定

的
に
消
費
さ
れ
て
お
り
、
作
付
面
積
の
維
持
が

必
須
で
あ
る
と
と
も
に
輸
入
か
ら
道
産
へ
の
切

替
を
進
め
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
今
後
更
な
る
供

給
量
の
拡
大
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

協同事業の発展に願いを込め“こも樽”開き

Ｈ
29
年
産
豆
類
の
需
給
動
向
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女
性
部
（
坂
田
友
子
部
長
）
で
は
、

１
月
12
日
～
13
日
の
１
泊
２
日
で
函

館
・
青
森
へ
の
役
員
研
修
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
大
雪
で
、

無
事
に
函
館
ま
で
到
着
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
と
不
安
に
な
り
な
が
ら
美
瑛
駅
か

ら
Ｊ
Ｒ
に
乗
り
出
発
し
ま
し
た
。
旭
川

か
ら
は
雪
の
た
め
速
度
を
落
と
し
て
の

運
行
で
少
し
遅
れ
た
も
の
の
、
函
館
行

き
の
ス
ー
パ
ー
北
斗
に
は
間
に
合
い
、

駅
弁
を
食
べ
な
が
ら
函
館
に
つ
き
ま
し

た
。

　

ま
ず
は
じ
め
の
研
修
「
吹
き
ガ
ラ
ス

体
験
」
で
は
、
ど
ろ
ど
ろ
と
し
た
飴
の

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
（
藤
原
よ
し
み

会
長
）
で
は
、
１
月
15
日
～
16
日
の
２
日

間
で
役
員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

函
館
ま
で
行
っ
た
た
め
、
朝
早
く
か
ら
Ｊ

Ｒ
で
移
動
し
続
け
、
気
が
つ
け
ば
６
時
間

ほ
ど
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　

到
着
し
て
す
ぐ
に
、
金
森
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
内
に
あ
る
函
館
オ
ル
ゴ
ー
ル
堂
で
オ
ル

ゴ
ー
ル
作
り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
楽
曲
の
中
か
ら
自
分
の
好
き
な
曲

を
探
す
と
こ
ろ
に
は
じ
ま
り
、
そ
れ
が
決

る
と
次
は
オ
ル
ゴ
ー
ル
に
の
せ
る
飾
り
を
、

こ
ち
ら
も
た
く
さ
ん
の
種
類
の
中
か
ら
選

び
…
と
、
な
か
な
か
大
変
で
し
た
が
、
無

事
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　

　

飾
り
付
け
は
、
ガ
ラ
ス
で
で
き
た
動
物

よ
う
な
ガ
ラ
ス
の
素
に
息
を
吹
き
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く

様
子
が
と
て
も
面
白
く
、
世
界
に
一
つ
だ

け
し
か
な
い
、
自
分
だ
け
の
グ
ラ
ス
を
作

り
ま
し
た
。
次
に
函
館
山
へ
行
く
予
定
で

し
た
が
、

天
気
が
良

く
な
か
っ

た
た
め
取

り
や
め
、
金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
群
を
ゆ
っ

く
り
と
見
学
し
て
、
夕
食
に
は
海
鮮
・
活

魚
料
理
等
な
ど
函
館
の
海
の
幸
を
存
分
に

堪
能
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
は
、
朝
食
の
美
味
し
い
ホ
テ
ル
北

海
道
１
位
の
ラ
・
ビ
ス
タ
函
館
ベ
イ
に
泊

ま
り
、朝
か
ら
名
物
の
「
イ
カ
刺
し
」
や
「
い

く
ら
丼
」
な
ど
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
北

海
道
新
幹
線
は
や
ぶ
さ
」
に
乗
り
青
森
ま

で
行
き
ま

し
た
。
新

函
館
北
斗

駅
か
ら
新

青
森
駅
ま
で
は
約
１
時
間
で
、
海
底
を
走

っ
て
い
る
間
は
約
25
分
、
あ
っ
と
い
う
間

に
青
森
に
つ
き
ま
し
た
。

　

青
森
で
は「
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
」で
、

張
り
ぼ
て
で
作
ら
れ
た
大
き
な
ね
ぶ
た
を

見
学
。
リ
ン
ゴ
酢
の
試
飲
か
ら
、
お
土

産
購
入
や
昼
食
を
と
っ
た
の
ち
、
青
森

を
後
に
し
ま
し
た
。

　

悪
天
候
の
中
の
不
安
な
出
発
で
し
た

が
、
２
日
目
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
無
事

役
員
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
、
日
頃
か
ら
女
性
部
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
皆
様
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
て
、
研
修
の
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
（
報
告
：
江
花　

恵
副
部
長
）

や
花
な
ど
に
２
種
類
の
ボ
ン
ド
を
混
ぜ
て

塗
り
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
に
の
せ
て
固
め
ま
す
。

最
初
は
ど
の
く
ら
い
塗
れ
ば
良
い
の
か
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
上
手
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
ガ

ラ
ス
の
砂
を
ま
わ
り
に
散
ら
せ
て
固
め
、

作
業
は
30
分
ほ
ど
で
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

４
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
飾
り
や
色
が
バ
ラ

バ
ラ
で
、
並
べ
て
見
比
べ
る
と
ど
れ
も
素

敵
な
仕
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

体
験
の
後
は
、
ラ
ビ
ス
タ
函
館
ベ
イ
に

宿
泊
し
ま
し
た
。
部
屋
が
10
階
に
あ
り
、

大
き
な
窓
か
ら
見
え
る
夜
景
が
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。
な
か
な
か
泊
ま
る
機
会
の

な
い
場
所
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

函
館
は
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
い
と
聞

い
て
い
た
の
で
、
普
段
子
連
れ
で
は
行
け

な
い
地
元
の
居
酒
屋
で
ま
ぐ
ろ
や
ホ
タ
テ

の
刺
身
を
食
べ
、
お
い
し
い
お
酒
を
飲
ん

で
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で
お
土
産
を
た

く
さ
ん
買
っ
て
、
お
昼
か
ら
は
ま
た
Ｊ
Ｒ

に
乗
り
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
２
日
間
の
研
修
で
役
員
同
士
が
と

て
も
仲
良
く
な
り
、
普
段
は
聞
か
な
い
そ

れ
ぞ
れ
の
環
境
の
話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ

と
が
で
き
、
私
も
頑
張
ら
な
く
て
は
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
１
年
間
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に

参
加
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て

も
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

至
ら
な
い
点
も
多
か
っ
た
と
は
思
い
ま
す

が
、
支
え
て
下
さ
っ
た
会
員
、
役
員
の
皆

さ
ん
、
事
務
局
の
方
々
、
そ
し
て
送
り
出

し
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
報
告
：
飯
原　

沙
織
副
会
長
）

フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
セ
ス
会

印
象
的
な
体
験
等
の
研
修

　
　
　
女
性
部
で
役
員
研
修

さ
ら
に
深
ま
っ
た
役
員
の
絆
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平
成
28
年
12
月
に
、
11
月
の

「
農
協
改
革
」
を
巡
る
一
連
の
経

過
に
つ
い
て
、「
ク
ミ
カ
ン
制
度
」

を
中
心
に
整
理
し
た
組
合
員
向
け
資
料
「
こ
こ

だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
『
農
協
改
革
』
～
ク

ミ
カ
ン
制
度
は
維
持
さ
れ
ま
し
た
～
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

本
資
料
は
農
協
に
改
革
を
迫
る
議
論
の
背
景

や
、
存
続
が
決
ま
っ
た
も
の
の
一
時
は
廃
止
が

提
言
さ
れ
た
「
ク
ミ
カ
ン
制
度
」
の
重
要
性
を
、

対
話
形
式
で
表
現
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
等
を
活

用
し
た
生
産
者
向
け
情

報
発
信
サ
ー
ビ
ス
「
ホ

ク
レ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
生
産
者

の
皆
様
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
や
新
商
品
情
報
、

生
産
資
材
（
飼
料
や
農
薬
等
）
価
格
、
乳
価
等

の
営
農
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
市
況
情
報
や
Ａ
コ
ー
プ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
情
報
の
発
信
も
予
定
。
生
産
者
の
皆
様

に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
。
お
手

持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
（http://

hokuren-new
s.jp/

）か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
昨
年
11
月
に
札
幌

駅
前
地
下
歩
行
空
間
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ド
ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
宣
伝
や
、

ち
ょ
リ
ス
に
よ
る
「
旗
揚
げ
ゲ
ー
ム
」、
コ
ン

サ
ド
ー
レ
の
堀
米
選
手
・
福
森
選
手
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
両
選
手
サ
イ
ン
入
り
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

グ
ッ
ズ
の
当
た
る
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ

の
「
ロ
ー
ン
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

も
設
置
し
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
広

く
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

　

住
宅
等
の
建
物
修
理
で
、
共
済(

保
険)

請

求
を
悪
用
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
多
発
、
消

費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
等
へ
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
正
修
理
業
者
が
自
然
災
害
事
故
を
装
い

「
共
済
金(

保
険
金)

が
出
る
の
で
自
己
負
担

無
し
で
修
理
が
で
き
る
」
と
い
う
内
容
で
高
額

な
見
積
り
金
額
の
契
約
を
交
わ
し
、
解
約
す
る

と
高
額
な
違
約
金
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
は
、
建
物
関

係
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
ご
加
入
先

の
Ｊ
Ａ
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
旭
川
厚
生
病
院
で

　
　
　
「
土
曜
ド
ッ
ク
」
を
！
】

　

旭
川
厚
生
病
院
で
は
、
男
性
の

方
を
対
象
と
し
て
、
隔
週
土
曜
日

に
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
午
前
中

に
全
て
の
検
査
が
終
了
し
、
検
査
結
果
は
受
診

日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
お
届
け
し
ま
す
。
前
立

腺
が
ん
や
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

も
可
能
で
す
。

　

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制

　
（
℡
０
１
６
６-

３
３-

７
１
７
１

　
　
　
　
　

(

内)

２
１
４
６
・
２
１
９
８
）

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン

閲覧はこちら↑

閲覧はこちら↑
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●エビとマッシュルームのアヒージョ●

⑴エビは殻としっぽを取り、背わたはよ

うじなどで取る。

⑵マッシュルームは食べやすい大きさ

に切る。ニンニクは芯を取りざく切り、

唐辛子は種を取り輪切りにする。

⑶小さめの鍋にオリーブ油・ニンニク・唐

辛子を入れ、弱火でじっくりと香りを出し、

塩を加える。

⑷⑶にエビとマッシュルームを加え、鍋

を揺すりながら全体に油を絡ませる。

⑸エビに火が通ったら器に盛り、イタリ

アンパセリを添えて熱々をいただく。
エビ   ………………………８尾

マッシュルーム……………6 個

ニンニク……………………1 片

唐辛子………………………1 本

オリーブ油   ……大さじ 4 程度
塩……………………………適量
イタリアンパセリ   ………2 本

　スペインのバルでおなじみのアヒージョ。ニンニクの香りが漂うオリー
ブ油で具材を煮る料理です。油の量は、具材が漬かる程度が目安ですので、
鍋の大きさにより加減してください。残ったオリーブ油はバゲットなどに
付けてどうぞ。

（2 人分）

日本酒がおいしい

人気店のおうちおつまみ
あめっち・高太郎・酒坊主・
タキギヤ・沿露目・にほん酒や
著
■定価 1,300 円 + 税
とりあえずの一品から肉のつま
み、締めのごはんまで人気和食店
のとっておきの極上つまみ。バラ
エティ豊かなおつまみが自宅で簡
単に作れる。ごはんのおかずにも
ぴったり！日本酒を愉しむための
耳より情報も。

おうち鍋の決定版

今夜はこの鍋で決まり！
懐石小室に教わる

一生ものの和のおかず

藤野嘉子・瀬尾幸子・堤　人美・
坂田阿希子・きじまりゅうた　著
■定価 1,200 円 + 税
定番の鍋、ごはんにかけて食べる
鍋、素材 2つの小鍋、おもてな
しのごちそう鍋など、さまざまな
シーンに合わせておいしく作るコ
ツが満載。

小室光博　著
■定価 1,500 円 + 税
東京・神楽坂の名店「懐石小室」
の店主による家庭でおいしく作れ
る和のおかず。味を引き立てるコ
ツや食材の選び方・使い方などプ
ロならではのヒントが満載。基本
がしっかり身につくので初心者に
もおすすめ。



☆
当
選
者
は

佐　

渡　

美
智
子
さ
ん

寺　

林　

律　

子
さ
ん

沼　

倉　

伸　

哉
さ
ん

杉　

本　
　
　

舞
さ
ん

中　

山　

真　

奈
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
桃
の
節
句
に
付
き
も
の
の
飲
み
物

②
水
を
く
ん
で
運
ぶ
の
に
適
し
た

容
器

③
流
れ
星
が
横
切
る
所

④
雲
の
切
れ
間
か
ら
―
―
が
差
す

⑤
栄
養
が
あ
っ
て
お
い
し
い
物
の

こ
と

⑦
両
親
と
未
婚
の
子
ど
も
で
構
成

さ
れ
ま
す

⑨
背
中
と
お
尻
の
間

⑪
陸
・
海
・
―
―

⑫
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
を
切
り
替
え
る

装
置

⑬
臼
歯
の
別
名
で
す

⑮
周
囲
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①
役
者
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観
客
に
見
せ
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③
卒
業
式
で
在
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生
が
卒
業
生
の

た
め
に
読
み
ま
す

⑥
ド
ラ
マ
の
―
―
地
を
見
学
し
に

行
っ
た

⑦
ボ
ラ
の
卵
巣
か
ら
作
る
珍
味

⑧
ヒ
エ
や
ア
ワ
、
キ
ビ
な
ど
の
こ

と
⑩
自
分
の
目
で
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
範
囲

⑭
鍋
料
理
の
締
め
に
作
る
こ
と
も

⑯
阿
弥
陀
如
来
が
居
る
と
さ
れ
る
所

⑱
中
敷
き
を
入
れ
る
と
履
き
や
す

く
な
る
こ
と
も

⑲
京
都
市
内
の
道
は
―
―
の
目
の

よ
う
だ
と
い
わ
れ
ま
す

⑳
知
多
半
島
、
渥
美
半
島
が
あ
る
県

Ａ
→
Ｅ

『
ユ
キ
ダ
ル
マ
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フ

メ
ン
ク
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イ
テ
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【全体運】好奇心を刺激されやすいので、興味を
引かれることがあったら、チャレンジしてみて。
趣味の集まりもラッキー
【健康運】ストレス発散には適度な気晴らしが大事
【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜

【全体運】ささいなことで落ち込みやすいよう。で
きる人と比較したりせず、自分らしさを大切に。
露天風呂でリラックスを
【健康運】生活リズムの乱れが体調に出やすい時期
【幸運を呼ぶ食べ物】納豆

【全体運】アクティブになり、未体験ジャンルにも
前向きになれそう。考えるより、試すのが正解。
ウインタースポーツ◎
【健康運】適度に体を動かすことで、体力増進に
【幸運を呼ぶ食べ物】牡蠣（かき）

【全体運】ネガティブな発想をしやすい月です。暗
い顔をしていると、ますます運気ダウンを招くの
で、注意。喜劇鑑賞が吉
【健康運】運動前には準備体操を。無理はしないで
【幸運を呼ぶ食べ物】ワラビ

【全体運】ちょっとした失敗につまずき、勢いを維
持できないかも。いつまでもクヨクヨせず、さっ
と気持ちを切り替えて
【健康運】スポーツに励むとリフレッシュ効果満点
【幸運を呼ぶ食べ物】シラウオ

【全体運】気分が安定しにくい期間。他人のうわさ
に興味を持つのはやめましょう。お気に入りの本
を読むと心が安らぎそう
【健康運】運動不になりがち。小まめに動くこと
【幸運を呼ぶ食べ物】小松菜

【全体運】楽しいことに縁があります。飲み会やレ
ジャー、旅行などに誘われたら、ぜひ参加して
みて。創作活動にもつき
【健康運】スキンケアに集中を。健康面に好影響大
【幸運を呼ぶ食べ物】シジミ

【全体運】短気になりがち。すぐカッとしやすいの
で、一呼吸置いてから発言を。リラックスには、
一人の時間が必須
【健康運】オーバーワークは厳禁。休息が好調の鍵
【幸運を呼ぶ食べ物】フキのとう

【全体運】コミュニケーション運が活発化。苦手意
識を感じていた人とも、楽しく会話が弾みそう。
開運には書籍整理を。
【健康運】快適。シェイプアップが成功しやすい月
【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン

【全体運】人を当てにせず「自分のことは自分で」
という姿勢が運気上昇の呼び水に。精神面の充
実を図るのも大賛成
【健康運】不注意でのけがにご用心。冷静に行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】デコポン（不知火）

【全体運】自己アピールの好機。念願のプランを
実行したり、新しいことを始めましょう。新装開
店のお店にも注目
【健康運】良い健康法が見つかりそう。ぜひ試して
【幸運を呼ぶ食べ物】ユリ根

【全体運】サービス精神を発揮することで、チャン
スが舞い込みます。縁の下の力持ち的な役割でも
笑顔でこなすとグッド
【健康運】暴飲暴食気味。栄養バランスにも配慮を
【幸運を呼ぶ食べ物】ズワイガニ
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メリットいろいろ！青色申告を始めませんか

営農部　☎68-7014

　青色申告は、自分の経営を客観的につかむための重要なツールです。青色申告には、税制上のメリ
ットもありますので早速、取組んでみましょう。なお、政府の農林水産業・地域の活力創造本部にお
いて、収入保険制度の導入が決定されました。この対象は青色申告を行っている農業者が対象となり
ます。

青色申告を始めるには、ます何をすればいいの？
　平成30年の確定申告の際に新たに青色申告を行おうとする場合、個人の場合は平成29年の確定
申告期限（平成29年 3月 15日）までに最寄りの税務署に「青色申告承認申請書」を提出しておく
必要があります。

青色申告特別控除

「複式簿記」の場合は６５万円を、
「簡易な方式」の場合は１０万円を

所得から控除可能です。

詳しくは営農部までお問い合わせください

青色申告の主なメリット

車検はお早めに…

オートサービスセンター　☎92-2156

　オートサービスセンターは、毎年３月中旬から、
車検整備の繁忙期に入ります。
　車検は有効期限満了日の４５日前から受けること
ができます。４５日以内であれば早く車検を行って
も次回の車検満了日までの期間が、短くなることは
ありませんので、冬タイヤを装着し自走できるトラ
ック等の車検は、お早め
に入庫されることをお勧
めいたします。



研修センター　☎92-0588

トラクター、除雪機や作業機等
の点検整備はお済みですか？

　まだ早いと思っているかもしれませんが春耕期は
すぐそこです。
　農機具の事前点検整備を行う
ことによる営農コスト低減や、
農作業安全のため、確認しては
いかがでしょうか。　
　研修センターでは寒いこの時期でも工場内で快適
に点検整備ができ、整備工具等も充実しています。
また、整備点検の方法などを不安に思っている方で
も職員が指導し、安心して行えるよう準備していま
す。
　また、自分で行えない方は委託整備も受付をして
おります。
　ぜひ、この機会に自主整備、委託整備を行いまし
ょう。
　希望される方、料金等の詳
細は研修センターまでご連絡
下さい。

除雪機の事故に注意！

研修センター　☎92-0588

日本では毎年除雪機による重大
な死亡・重傷事故が発生してい
ます。

	 	 	 	

事故防止のために	
◆デッドマンクラッチ等の安全装置は無効化せず
に、正しく使用する。	 	 	 	
また、緊急停止スイッチを必ず装着する。

◆雪詰まりを取り除く際は、エンジンを停止して回
転部分が止まったことを確認してから、雪かき棒
で作業する。

◆雪上は足元が非常に滑りやすいので、後方への移
動や斜面で作業する際には転倒に注意する。

◆走行する際には、壁や障害物に十分注意する。
◆作業をする場所の安全を確認し、子供を決して近
づけない。	

　　
　　日

区分	

３月 7日（火）　ＡＭ９時～１２時 ３月7日（火）　
ＰＭ１時３０分～４時３０分（一部夜開催）

３月8日（水）　　ＡＭ９時～１２時

集落または農事組合名 開催場所 集落または農事組合名 開催場所 集落または農事組合名 開催場所

１班 水沢平誠会 水沢行政区
会館

PM6:00～
北瑛農事組合

北瑛行政区
会館 大村農成会 大村会館

２班
瑠辺蘂第４、共和、第１
瑠辺蘂第２、第３、平和、
北斗、栄進

ルベシベ
集落

センター
PM6:00～
新星農業班

新星農政
推進
センター

福富、三愛農事組合 三愛
行政区会館

３班 上精美、下精美、置杵牛中央
置杵牛協英

置杵牛
行政区会館

ＰＭ6:00～
旭農事組合

旭いこい
の家 新向会 新区画

行政区会館

４班 下宇莫別農事組合
明治町内会、大三 下宇寿の家 二股町内会 二股

総合会館
美馬牛第２、旭新町内会
美馬牛第１、美馬牛大成

美馬牛
転作組合
研修施設

５班 俵真布町内会 俵真布
行政区会館 朗根内農事組合 朗根内

寿の家 横牛農事組合 横牛
第２会館

６班 藤野第１、　藤野東和、　
藤野協成

藤野
行政区会館

赤羽
中宇農事組合、
上宇莫別町内会

旧宇莫別
小学校 原野農事組合、原野５線 原野会館

７班

美瑛共和、美沢共生、
美沢共立
美沢希望、美沢新生
美沢早崎、美沢美生、
美沢川向集落会

美沢
行政区会館 美田町内会、美田・夕張 美田

稲転研修所 五稜農友会、五稜第１ 五稜会館

第62回地区懇談会日程表について 平成２９年３月7日（火）～8日（水）

営農部　☎68-7014

春の農作業前に点検整備を!!
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☎92-3455　FAX92-3488

FARM LAND からのお知らせ

２月・３月の土曜日は
お休みさせていただきます

総務部　☎92-2111

　ＪＡの土曜日の業務は、スタンド・
FARMLAND・美瑛選果を除き、休業
とさせていただきます。

パソコン講習会について

農機部品・小農具　春の取りまとめ

営農部　☎68-7014

場所：ＪＡびえい２階パソコン研修会
講師：青色申告会
種類：ソリマチ簿記（パソコン）
日程：２月１日（水）、６日（月）～７日（火）、
　　　９日（木）～１０日（金）、１４日（火）

～１５日（水）、２０日（月）～２１日（火）、
２３日（木）～２４日（金）

時間：９: ００～１５: ００
内容：
　・ソリマチ簿記の使い方や勘定科目の設定など
　・次年度更新の仕方
　・クミカンデータの転送の仕方
※酪農講習会は２月８日（水）１６日（木）、２２
日（水）の１３：００～１５：００です。

研修センター　☎92-0588

苗の運搬や収穫した作物の運搬、重量物の運搬等
にいかがですか？
バッテリー式だからいつでもらくらく使用可能！
全タイヤ自在であらゆる方向に移動します。
固定することも、乗って作業も出来ます。
	 	 	 	 	 	
今月特別価格　130,000 円（税別）

新発売 電動収穫台車
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豊
か
な
稔
り
を
願
い

　

感
謝
の
思
い「
鏡
餅
」贈
呈

　

Ｈ
28
年
は
組
合
員
皆
さ
ん
も
様
々
な
思

い
で
従
事
を
し
た
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

「
温
暖
化
」
と
一
言
で
片
づ
け
ら
れ
る
問
題

で
は
無
い
も
の
の
、
記
録
的
な
災
害
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
者
魂
で
最
後
ま
で
余
念
の
な
い
収

穫
作
業
に
励
ん
だ
皆
さ
ん
の
努
力
が
新
年

度
の
再
生
産
の
意
欲
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
12
月
28
日
、五
穀
豊
穣
の
“
縁

起
”
を
招
く
鏡
餅
を
美
瑛
町
へ
と
寄
贈
し

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
熊
谷
組
合
長
、
浦
島
専
務
、

北
野
常
務
の
常
勤
理
事
が
浜
田
町
長
を
訪

れ
、
鏡
餅
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
重
量
感
の

あ
る
鏡
餅
は
一
斗
（
約
１
・
５
㌔
）
あ
り
、

新
た
な
気
持
ち
で
役
場
を
訪
れ
る
町
民
の

皆
さ
ん
へ
も
感
謝
を
お
届
け
す
る
も
の
で

美瑛町役場正面玄関ロビーに飾られた“鏡餅”

す
。
浜
田
町
長
は
「
農
業
の
振
興
に
Ｊ
Ａ

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
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■少し古い話になるが、昨年末の世相を一文字で表現すると「金」だった。
世の中の流れを“汲む”この文字を批判する声は聞かれない。一方、農業界
の世相文字は「乱」である。ＪＡ北海道中央会長が公表する姿がマスコミを
通じて伝えられた。その表情は“殊勝”であったのが印象的だった。年４回
にも及んだ台風の急襲。昭和 58 年の「冷災雪害」の記憶を再来させた収穫
期の異常な降雪は美瑛農業に「乱・災」をもたらした。「春の来ない冬はない」
との言葉通り、厳しい冬が過ぎ芽吹きの季節がすぐそこまで来ている。創立
50 年を迎えた「とまと生産部会」の生産活動も式典を区切りに再生に入る。
年明けから世界や日本の政治や社会の動きが伝えられる。ＴＰＰに前のめり
だった拙速な国会決議。まさに「内憂外患」であるが大切なことは国民の食
料は国内で生産する当たり前の“政”を期待する。

1,897 人

740 人

256 億 51 百万円

56 億 08 百万円

 11 億 14 百万円

40 億 68 百万円
※百万円未満四捨五入  
（平成 28 年 12 月末）

発生件数　　1 件（ 20 件）　《22 件》
　　負傷　　0 人（ 19 人）　《22 人》
　　死亡　　0 人（  1 人）　《  0 人》
（　）は 28 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（1月 20日現在）

2

3日（金）　メロン生産部会定期総会

6日（月）　女性部定期総会

7日（火）　青年部定期総会

8日（水）　フレッシュミセス会定期総会

10日（金）　稲作生産部会定期総会

13日（月）　麦作生産部会定期総会

14日（火）
　報徳農業実践講座
　報徳社通常総会
　種子馬鈴薯生産組合定期総会

15日（水）　馬鈴薯生産部会定期評議員会

16日（木）　豆作生産部会定期総会

21日（火）　アスパラ生産部会定期総会

平
成

29年
2月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
昭

和
45年

3月
5日

第
3種

郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1117
熊

谷
留

夫
総

務
部

　
　

第21回理事会　11月30日（水）

議案第１号　定款の一部変更について
・軽微な変更について原案どおり承認されました。
議案第２号　全国監査機構北海道監査部による監

査結果について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①平成 29年度美瑛町農林予算の要望事項について

第22回理事会　12月26日（月）

■議案審議事項
議案第１号　規程類の一部変更について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　債権の償却について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　従業員に対する期末賞与の支給につ

いて
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①平成 28年度決算事務処理日程について
②平成 28年度のクミカン収支見通しについて
③平成 28年度のクミカン貸越額の精算について


